
© 2023  QUNIE CORPORATION

戦略的サプライヤマネジメントの導⼊⽀援
何故、戦略的サプライヤマネジメントか

戦略的サプライヤマネジメントとは

n 近年の企業を取り巻く環境変化により、サプライヤマネジメントに求められる要件が変わっており、「全社的サプライヤ
マネジメントの仕組みづくり」や、「特定サプライヤとの関係性強化」などの『戦略的サプライヤマネジメント』が求められ
ている

n 戦略的サプライヤマネジメントは ① 「全社的サプライヤマネジメントの仕組みづくり」と ② 「特定サプライヤとの関係
性強化」により、供給不⾜などのサプライヤマネジメントの課題解決を⽬指す

Solution Overview: QUNIE Strategic Supplier Management Implementation

供給不⾜／サプライチェン分断
• コロナによるロックダウン
• 地政学リスクの顕在化（ウクライナ危機など）
• コンテナ不⾜・湾岸閉鎖によるロジスティクスの混乱
• コロナ特需・コロナ後の供給キャッパひっ迫

サプライヤの⼒が相対的に強くなる
• 供給不⾜によるサプライヤ地位の向上
• 川上（原材料・素材・電⼦部品・半導体）企業が相対的に⼒を持つ
• 特に新興国企業がグローバルで競争⼒を持つ

サプライヤの取組み⽅針の変化

全社的サプライヤマネジメントの
仕組みづくりの重要性

• パーパス／ビジョンの共有が双⽅で求められる
• 事業⽬的の⾒直し（カーボンニュートラル、ESG投資）
• CSRからSDGsへ
• 量から質へ

• 必要な情報範囲の拡⼤
• サプライヤ戦略策定のための情報収集・分析・活⽤の仕組みづくり
• 関係性強化すべきサプライヤとのコミュニケーション強化

企業を取り巻く環境変化 内容

① 全社的サプライヤマネジメントの仕組みづくり
• サプライヤ関連情報の収集・分析・活⽤の仕組み整備
• サプライヤ戦略の策定と関係性強化すべきサプライヤの特定

② 特定サプライヤとの関係性強化
• 関係強化のためのサプライヤコミュニケーションの仕組みづくり
• 関係強化のためのサプライヤコミュニケーションの実⾏
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n 特定サプライヤとの関係性強化
• 関係性強化のための様々な⼿法の展開
• 全社・全部署・全役職でサプライヤとのコミュニケーションの仕組みづくり
• 双⽅向でのコミュニケーションと課題共有〜解決へ
• パーパス／ビジョンなどを双⽅向で共有

n全社的サプライヤマネジメントの仕組みづくり
• 求められる情報範囲の拡⼤による情報収集の仕組みづくり
• 社内に分散しているサプライヤ情報をデータベースで⼀元管理
• 収集した情報を分析、活⽤するための業務、システム整備
• 様々な情報の収集・分析・活⽤によりサプライヤ戦略を⽴案
• サプライヤ戦略から関係性強化すべきサプライヤを特定

全社的サプライヤマネジメントの仕組みづくり
n 従来、事業所／⼯場や各部⾨で保有していたサプライヤ情報をデータベースで⼀元管理し、全社的観点で情報

収集・分析・活⽤することで、サプライヤ戦略の策定・実⾏を可能に
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既存情報

• 網羅的な情報で分析し、
サプライヤ戦略を策定

• サプライヤ戦略に基づき、特定
サプライヤとの関係性づくりへ

• 様々なサプライヤ情報を収集し、サプライヤデータベースで
⼀元管理

他部⾨管理の情報

新規情報

VoS情報

〇

サプライヤデータベース（BIツール等を活⽤）

外部情報

サプライヤ情報の収集
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カーボンニュートラル パーパス共有度
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サプライヤの評価
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の仕組みづくり
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「戦略的サプライヤマネジメントの導⼊」アプローチ

特定サプライヤとの関係性強化
n ビジネスレビューの実施により、特定サプライヤとの関係性強化を図る

n クニエでは豊富なプロジェクト経験をもとに、戦略的サプライヤマネジメントの導⼊を⾏い、早期にサプライヤに関わる
課題解決を推進

n コミュニケーションの内容
• 会社のパーパス・事業⽅針
• 市場動向・技術動向
• 製品ロードマップ共有・ビジネスチャンス共有
• カテゴリ戦略（製品戦略、調達・供給戦略）

従来のサプライヤコミュニケーション 関係性強化に必要なサプライヤコミュニケーション
ビジネスレビュー

n コミュニケーションの内容
• ⾃社の事業⽅針（軽く浅く）
• プロジェクト情報
• ⾃社の新しいチャンス
• ⾃社の課題・解決策検討

Ø従来のサプライヤコミュニケーション
• 調達部⾨主導で、サプライヤ営業部⾨のみと⾏われている
• 開催の頻度・時間は⾃社都合で設定
• コミュニケーションの⽅向は⾃社→サプライヤと⼀⽅的
• コミュニケーションは⾃社都合の内容を優先
• ⾃社の課題・解決策の検討を優先

Ø関係性強化に必要なサプライヤコミュニケーション
• 全社的な取り組み、各部署間コミュニケーションのルートを構築
• サプライヤコミュニケーションの頻度を⾼める
• ⾃社・サプライヤ双⽅向の情報を共有
• コミュニケーションの内容は双⽅の課題を解決する⽅向へ
• サプライヤの課題を積極的にヒアリングし、解決策を検討
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⾃社 サプライヤ

• ⾃社＆サプライヤの課題共有・
解決策検討

• プロジェクトの進捗情報
• 需要予測情報／⽣産計画連携
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②特定サプライヤとの関係性強化

①全社的サプライヤマネジメントの仕組みづくり
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